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予　

算

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
５
号
）

　

８
１
１
万
円
が
追
加
さ
れ
予
算

の
総
額
が
64
億
４
２
５
２
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
等
施
設

　

整
備
交
付
金　
　

６
１
８
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　

▲
１
７
０
０
万
円

・
臨
時
財
政
対
策
債　１

８
２
３
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
等
施
設

　

整
備
事
業
費
補
助
金６

１
８
万
円

２

　第３回定例会が９月２３日から３０日の間で

開催され、議案１２件、同意２件、諮問１件、

認定１件、報告１件、意見書３件の審議を行い、

より詳しく審議を行うため特別委員会へ付託と

なった議案「第５期総合計画の策定」を除き、

原案のとおり可決しました。

・審議した議案①　

■
令
和
２
年
度
公
共
下
水
道
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

１
４
０
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
２
億
４
４
３
０
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
前
年
度
繰
越
金　

１
４
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
漁

業
集

落

環

境

整

備

事

業

　

工
事　
　
　
　

１
４
０
万
円

■
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算　

（
第
１
号
）

　

１
８
３
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
５
億
２
５
９
５
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
介
護
給
付
費
交
付
金
過
年
度
分

２
１
８
万
円

・
介
護
給
付
費
負
担
金
過
年
度
分

３
６
８
万
円

・
介
護
給
付
費
繰
入
金▲

５
２
２
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
国
庫
負
担
金
等
返
還
金１

８
３
万
円

３

条　

例

　・審議した議案②　

そ
の
他

■
町
防
災
行
政
無
線
施
設
の
設

　

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

の
制
定

　

防
災
行
政
無
線
は
現
在
、
来

年
３
月
末
の
供
用
開
始
に
向
け
施

設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た

め
、
事
前
に
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

■
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

経
済
社
会
の
構
造
変
化
を
踏
ま

え
た
個
人
住
民
税
に
お
け
る
未
婚

の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
制
度
上
の

措
置
及
び
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
の

見
直
し
等
を
行
う
た
め
、
地
方
税

法
等
の
一
部
改
正
が
、
令
和
２
年

３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
う
ち
10
月
１
日
以
降

に
施
行
さ
れ
る
所
要
の
規
定
の
整

備
等
を
行
う
た
め
、
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

令
和
元
年
度
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

■
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

　

当
組
合
規
約
の
変
更　
　
　

■
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

　

合
規
約
の
変
更 

 

■
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務

　

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変

　

更

　

町
が
加
入
し
て
い
る
各
組
合
に

お
い
て
、
加
入
団
体
の
解
散
・
脱

退
に
伴
い
規
約
の
変
更
が
必
要
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

・
代
替
人
夫
報
酬
（
佐
呂
間
保
育
所

　

分
）　
　
　
　
　

２
４
１
万
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
会
計
繰
出

　

金　
　
　
　
　

▲
５
１
０
万
円

■
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医

　

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　

１
号
）

　

８
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
の

総
額
が
９
１
４
５
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

■
第
５
期
総
合
計
画
の
策
定

　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
12
年
度

ま
で
の
、
本
町
の
基
本
指
針
と
な

る
第
５
期
総
合
計
画
に
つ
い
て
、

策
定
審
議
会
に
お
け
る
審
議
が
終

了
し
、
令
和
２
年
７
月
17
日
に
策

定
審
議
会
か
ら
町
長
へ
最
終
答
申

が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
定
例

会
に
お
い
て
議
会
に
対
し
第
５
期

総
合
計
画
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
第
５
期
総
合
計
画

に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
審
議
す

る
た
め
、
第
５
期
総
合
計
画
審
査

特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
す
る

こ
と
と
し
、
議
会
閉
会
中
に
継
続

審
査
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

■
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村

　

計
画
の
変
更

　

本
年
度
、
過
疎
債
の
借
入
を
計

画
し
て
い
る
事
業
を
追
加
す
る
た

め
計
画
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

追
加
す
る
事
業
は
高
度
無
線
環

境
整
備
推
進
事
業
（
地
元
負
担
金
）

光
フ
ァ
イ
バ
等
整
備
の
１
件
で

す
。

諮　

問

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

　

推
薦　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

各
市
町
村
で
人
権
相
談
な
ど
の
活

動
を
行
う
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
次
の
方
を
法
務
大
臣
へ
推
薦

す
る
た
め
、
議
会
に
意
見
を
求
め

ら
れ
適
任
と
い
た
し
ま
し
た
。

◎
西
富　
　
　

池 

田 

弥 

奈　

氏

同　

意

■
副
町
長
の
選
任
同
意

　

町
長
の
職
務
を
補
佐
す
る
副
町

長
と
し
て
、
次
の
方
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
し
ま
し
た
。

◎
西
富　
　
　

玉 

井 

伸 

一　

氏

　　

任
期
に
つ
い
て
は
令
和
２
年
10

月
１
日
か
ら
令
和
６
年
９
月
30
日

ま
で
の
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

■
教
育
委
員
の
任
命
同
意

　

教
育
委
員
と
し
て
、
次
の
方
の

再
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

◎
幸
町　
　
　

江 

刺 

徳 

明　

氏

　　

任
期
に
つ
い
て
は
令
和
２
年
10

月
14
日
か
ら
令
和
６
年
10
月
13
日

ま
で
の
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

■
道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の
高
校

　

づ
く
り
に
関
す
る
指
針
」
を

　

抜
本
的
に
見
直
し
、
す
べ
て

　

の
子
ど
も
に
ゆ
た
か
な
学
び

　

を
保
障
す
る
高
校
教
育
を
求

　

め
る
意
見
書

　

道
教
委
が
平
成
30
年
３
月
に
策

定
し
た
「
こ
れ
か
ら
の
高
校
づ
く

り
に
関
す
る
指
針
」
は
、
地
域
の

要
望
や
実
態
を
踏
ま
え
た
も
の
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
実
情

に
そ
ぐ
わ
な
い
「
指
針
」
を
抜
本

的
に
見
直
し
、
地
域
の
高
校
存
続

を
基
本
に
、
希
望
す
る
す
べ
て
の

子
ど
も
に
ゆ
た
か
な
学
び
を
保
障

す
る
高
校
教
育
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政

　

の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方

　

税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意

　

見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
は
、
甚
大
な
経
済
的
・
社

会
的
影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
、

今
後
の
地
方
税
や
地
方
交
付
税
等

の
激
減
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
に
お

い
て
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営

に
必
要
な
地
方
税
や
地
方
交
付
税

等
の
確
保
・
充
実
な
ど
を
求
め
る

意
見
書
を
可
決
し
、
衆
参
両
院
議

長
及
び
関
係
大
臣
宛
に
提
出
し
ま

し
た
。

を
可
決
し
、
北
海
道
知
事
な
ど
に

提
出
し
ま
し
た
。

■
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
道
路

　

の
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　

北
海
道
で
は
自
然
災
害
に
よ
る

交
通
障
害
、
多
発
す
る
交
通
事
故
、

道
路
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
が
、
地
方
財
政
は

依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
に
お
い
て
道
路
整
備
の
推

進
や
管
理
の
充
実
・
強
化
を
図
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

し
、
衆
参
両
院
議
長
及
び
関
係
大

臣
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。
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・審議した議案③　

　

報　

告

■
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

　

不
足
比
率

　

令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
審

査
意
見
書
と
と
も
に
報
告
が
な
さ

れ
、
財
政
健
全
化
審
査
に
つ
い
て

は
、
一
般
会
計
が
黒
字
の
た
め
【
実

質
赤
字
比
率
】
及
び
【
連
結
実
質

赤
字
比
率
】
に
お
い
て
は
比
率
な

し
、
【
実
質
公
債
費
比
率
】
も
早

期
健
全
化
基
準
の
25
％
を
大
き
く

下
回
る
６
・
４
％
で
あ
り
、
【
将
来

負
担
比
率
】
も
算
定
さ
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
本
町
の
財
政
は
健
全
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
健
全
化
審
査
で
は
、

簡
易
水
道
及
び
公
共
下
水
道
特
別

会
計
と
も
に
資
金
不
足
比
率
は
な

し
で
、
現
段
階
で
は
２
つ
の
企
業

会
計
と
も
経
営
は
健
全
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

－

（１５．０）

－

（２０．０）

６．４

（２５．０）

－

（３５０．０）

健　全　化　判　断　比　率 （単位：％）

特別会計の名称 資金不足比率 備　　考

簡易水道特別会計 － 経営健全化基準

２０．０公共下水道特別会計 －

資　金　不　足　比　率 （単位：％）

（　）書きは早期健全化基準

武
田
温
友 

町
長

　
　
　

所
信
表
明

　

８
月
30
日
の
町
長
選
挙
に
お
い

て
初
当
選
さ
れ
た
武
田
町
長
に
よ

る
所
信
表
明
が
、
９
月
23
日
の
定

例
会
初
日
に
行
わ
れ
、
今
後
の
町

政
に
お
け
る
７
つ
の
基
本
政
策
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
９
月
29
日
に
行
わ
れ
た

一
般
質
問
で
は
、
こ
れ
ら
基
本
政

策
に
関
す
る
町
長
の
考
え
を
よ
り

詳
し
く
聞
く
た
め
、
議
員
か
ら
質

問
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
８
～
10
ペ
ー
ジ
の
「
一

般
質
問
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

今後４年間、町政の舵取りを託された武田町長

認　

定

■
令
和
元
年
度
各
会
計
歳
入
歳

　

出
決
算
認
定

　

令
和
元
年
度
の
各
会
計
決
算
が

提
出
さ
れ
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
し
て
審
議
す
る
こ
と
と

し
、
９
月
24
日
開
催
の
委
員
会
に

お
い
て
審
議
し
た
結
果
、
委
員
会

と
し
て
は
原
案
認
定
と
な
り
ま
し

た
。

　

翌
週
29
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会

議
に
お
い
て
、
船
木
決
算
審
査
特

別
委
員
会
委
員
長
か
ら
各
会
計
決

算
を
認
定
す
る
旨
の
審
査
結
果
報

告
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全

会
一
致
で
決
算
を
認
定
し
ま
し

た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
６
～
７
ペ
ー

ジ
の
「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

■
農
業
に
つ
い
て

　

農
作
物
の
生
育
は
平
年
よ
り
進

ん
で
お
り
、
秋
ま
き
小
麦
は
昨
年

に
引
続
き
豊
作
、
カ
ボ
チ
ャ
に
つ

い
て
も
昨
年
並
み
の
収
量
と
な
る

見
込
み
で
、
ビ
ー
ト
は
８
月
の
少

雨
に
よ
り
育
成
が
停
滞
し
て
い
ま

す
が
、
病
害
虫
の
発
生
は
少
な
く
、

今
後
の
安
定
し
た
天
候
を
願
い
ま

す
。

　

飼
料
作
物
で
は
牧
草
の
一
番
草

は
平
年
並
み
、
二
番
草
は
収
量

が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
デ
ン
ト

コ
ー
ン
は
平
年
並
み
の
収
量
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

酪
農
・
畜
産
関
係
で
は
平
成
30

年
度
か
ら
大
規
模
農
業
法
人
の

搾
乳
牛
の
増
頭
が
進
み
、
本
年
も

受
託
乳
量
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

家
畜
の
個
体
販
売
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
に
よ
り
牛
肉
価
格
は
前
年
を

下
回
っ
て
お
り
ま
す
が
、
豚
肉
価

格
は
家
庭
消
費
の
増
加
に
よ
り
前

町長行政報告

（要　旨）

■
漁
業
に
つ
い
て

　

ほ
た
て
採
苗
事
業
は
順
調
に
進

み
、
数
量
は
十
分
に
確
保
で
き
る

見
込
み
で
す
。

　

外
海
ほ
た
て
漁
業
は
Ｄ
海
区

１
万
ト
ン
の
漁
獲
計
画
に
対

し
、
９
月
14
日
時
点
で
67
・
３
％

を
水
揚
げ
し
て
お
り
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
全
体
で
は
昨
年
度
実
績

31
万
７
千
ト
ン
に
対
し
、
本
年
度

は
31
万
１
千
ト
ン
の
計
画
で
操
業

し
て
い
ま
す
。

　

浜
値
は
キ
ロ
単
価
１
２
３
円
の

計
画
に
対
し
、
平
均
単
価
１
２
５

円
で
推
移
し
、
概
ね
計
画
を
達
成

で
き
る
見
込
み
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

る
消
費
低
迷
、
市
場
価
格
の
変
動

な
ど
今
後
の
市
況
及
び
輸
出
動
向

を
注
視
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
増
と
な
っ
た
ホ
タ
テ
加
工

製
品
は
昨
年
を
上
回
る
見
通
し
で

す
。

　

養
殖
ほ
た
て
漁
業
の
漁
獲
量
は

概
ね
計
画
通
り
１
７
０
０
ト
ン
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
す
小
定
置
網
漁
業
は
９
月
５

日
で
終
了
し
、
漁
獲
量
は
対
前
年

■
公
共
事
業
の
執
行
状
況

　

本
年
度
、
計
画
し
て
お
り
ま
す

主
な
工
事
と
委
託
の
事
業
件
数
に

つ
き
ま
し
て
は
、
64
件
で
事
業
費

の
総
額
は
９
億
７
０
０
万
円
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
ま
で
の
発
注
状
況
は
56
件

で
７
億
２
９
０
０
万
円
で
あ
り
、

発
注
率
は
件
数
で
88
％
、
金
額
で

は
80
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　

乳
牛
の
市
場
価
格
は
下
落
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
依
然
高
値
で
取

引
さ
れ
て
い
ま
す
。

比
３
５
０
％
の
２
１
７
ト
ン
。

　

さ
け
定
置
網
漁
業
は
、
９
月
４

日
の
操
業
か
ら
現
在
の
と
こ
ろ
98

ト
ン
の
水
揚
げ
が
あ
り
、
本
年

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
中
部
地
区
の

秋
さ
け
来
遊
予
想
は
対
前
年
比

１
１
３
％
と
見
込
ま
れ
、
今
後
の

漁
獲
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

5

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お

　

け
る
高
額
介
護
合
算
療
養
費

　

の
過
大
支
給

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
及
び
介

護
保
険
制
度
の
１
年
間
の
自
己
負

担
額
の
合
計
が
限
度
額
を
超
え
た

場
合
に
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
支
給
さ
れ
る
高
額
介
護
合

算
療
養
費
制
度
に
お
い
て
、
平
成

30
年
８
月
か
ら
令
和
元
年
７
月
ま

で
の
支
給
分
が
正
し
い
金
額
よ
り

多
く
算
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
本
町
の
介
護
保
険
の
自

己
負
担
額
に
つ
い
て
誤
っ
て
算

出
し
た
数
値
を
報
告
し
て
い
た

た
め
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
か
ら
支
出
さ
れ
る
分
に
つ
い

て
、
本
来
の
金
額
よ
り
も
多
く

算
定
さ
れ
、
本
年
６
月
30
日
及

び
７
月
30
日
に
該
当
す
る
被
保

険
者
に
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
に
よ
る
再
計
算

の
結
果
を
待
っ
て
い
ま
す
が
、

過
大
支
給
の
対
象
者
は
約
67
世

帯
71
名
、
返
納
総
額
は
50
万
円

と
予
測
さ
れ
、
対
象
者
か
ら
広

域
連
合
に
対
し
過
大
支
給
分
を

返
納
す
る
必
要
が
あ
り
、
正
式

な
対
象
者
と
返
納
額
が
決
定
次

第
、
改
め
て
詳
細
と
対
象
者
へ

の
対
応
な
ど
を
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

過
大
支
給
の
対
象
者
の
方
々

に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
発

生
さ
せ
た
こ
と
を
深
く
反
省
す

る
と
と
も
に
お
詫
び
申
し
上
げ
、

再
発
防
止
に
向
け
取
り
組
み
、

対
象
者
に
は
誠
心
誠
意
説
明
し
、

理
解
を
得
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　・町長行政報告

 

令
和
元
年
度
の　
　

　

 

各
会
計
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算
を
審
議

 


